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旧加茂川・寺町周辺地区街なみ環境整備事業

前 年 度
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前 年 度

現計予算当初予算

歳出予算事業概要書

県支出金

15 25,0009 110旅費 国庫 02 05 03 013
11 850需用費 街なみ環境整備事業費補助金

22 19,50012 40役務費 地方 01 05 03 008
13 2,200委託料 都市計画事業
15 35,800工事請負費
17 0公有財産購入費
19 11,000負担金補助及び交付
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一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

する地域として、平成１１年に景観形成地域に指定している。
歴史的景観の保全・継承、住環境の向上を図る目的で、地区住民と市が協働で街なみ整備

事業内容

家景観などの歴史的景観の保全・継承、住環境の向上を図ることができる。
の美装化・小公園等の整備を行うことにより、旧加茂川・寺町周辺地区が持つ土蔵群や町
住民は、街なみに配慮した住宅の改造、敷地の緑化等を行い、市は街なみに配慮した道路
②事業効果
している。
を進めていくものであり、平成１６年度は事業計画を策定し、平成１７年度より事業着手

旧加茂川・寺町周辺地区２３haは、歴史的資産又は歴史的風致を形成している街なみを有
①事業の概要

米子市景観形成条例、米子市景観形成基本計画

街なみ整備助成事業補助金　１０件
景観形成市民団体活動助成事業補助金　１式
工事費　旧加茂川遊歩道整備　L=１００ｍ、案内施設整備N=３基
用地測量１式・街なみ修景ガイドライン作成費　１式

景観形成条例に基づく景観形成地域の指定、景観形成市民団体及び景観形成協定の認定

１　財源内訳
国費２５，０００千円

　に柔軟に対応し、地域住民、民間事業者、行政が役割分担を明確にし、それぞれの立場
　　今後の事業実施にあたっては現状維持とするが、住民のニーズや社会的構造の変化等
　評価結果…現状維持
２　事務事業評価の反映状況

地方債１８，７００千円

　でできることを実践していく。

会計 001 一般会計 08款 04項 01目 03100000事業 1頁


